
P.バラプディ(1994):タイに生息するマカク

の形態学的特徴.第10回日本霊長類学会.霊

長研 究､10:144.
17)高崎浩幸 ･竹中-′修(1994):DNA多型によ

るマハレ(タンザニア)チンパンジーの推定母

娘関係判定･第18回人類学会･抄録集pp･79･
18)竹中 修･後藤俊二 ･川本咲江 ･竹中晃子 ･

B.スリョプロト(1994):スマトラ､グヌン

メルのカニクイザル群のマラリア感染につい

て.第10回日本霊長類学会.霊長類研究､10:
167.

19)田中寛子 ･松井正文 ･竹中 修(1994):DN

A塩基配列にもとづく日本産アカガエル類の

･系統関係の推定.第65回日本動物学会.予稿集

pp.37.
20)塚田真子 ･-激雅夫 ･三木一正 ･松島成志 ･

掛井信行･矢作直久 ･石浜智 ･黒川清 ･景山

節 ･高橋健治 ･深町博史 (1994):グルコ

コルチコイドによるペプシノゲン･カテプシ

ンE退伝子の発現調節.第67回日本生化学会

(1994年9月,吹田,大阪).生化学,66:777.

ニホンザル野外観察施設

大沢秀行 (施設長 ･兼)､･東 滋 ･渡辺邦夫

足沢貞成l)･山口直嗣2)･軍地富士夫2)

本施設の運営は上記3教官のはか､鈴木 晃 ･

山瞳寿一 ･森 明雄によって進められた｡1994年
度の各研究杯の状況は次の通りである｡

1.寺島観察所

幸島の群れは1948年以来の蓄積された資料をも

とに､野外故寮施設の中では独自の位置を占めて

いるJ｡主群のボスになったのが老齢のノソ (26才)

であり､早めの交代が予想されていたのだが､

'94年3月の時点ではなおその地位を保っている｡

しかし第2位のオス､ミミズ(22才)をはじめとし

て数多くの個体(13頭)が年度内に死亡した｡ま

た確認された7頭の出産のうち､生存したのはわ

ずかに2頭である｡昨年の台風によって島内の森

が荒らされ､食物条件が恵かったためと思われる

が､島内の個体数はオス48頭､メス39頭の計87頭

1)教務補佐員 2)技官

まで減少している(内17頭はマキグループ)｡この

2-3年の動きから､ノソの後を継ぐかと思われて

いたヨタカ(13才)が､冬になってマキ′グループに

移籍したため､第4位であったコゲラ(20才)がノ

ソと共に主群では中心的な位置を占めるようになっ

ている｡今年は台風により砂が流されたため､昨

年ほどでななかったが､春から夏にかけて島が地

続きになり､サル番を出す日が多かった｡今年度

は京大大学院の亀井による子ザルの社会化過程の

研究の他､宮崎大学の堀井､山中による内部寄生

虫の研究､バネッサ･へイズのよる頼袋の使用に

関する研究などが行われた｡また2月には霊長研

の庄武､木村をはじめとする10数名の参加の下､

一斉捕獲調査が行われ近親交配の影響などに関す

る総合的研究がはじめられた｡これまでに集積さ

れた幸島のサルの骨格標本が50体近くなり､野生

群で年令の判る資料としては他に無い負蛮なもの

となってきている｡今年度も岡山理科大甲加藤が

歯の攻耗の研究をするなど､模本の使用希望者が

増えてきている｡また昨年に引き続き､理学部附

属瀬戸臨海実験所の久保田信によって､ヒドロ虫

網の系統分類学的研究のための標本採取も行われ

た｡景気の悪化により幸島ビジターセンター建設

の話は先送りされ､当面幸島観察所束の土地は展

望台として整地されることになった｡文化庁の指

導により ｢幸島猿生息地保護対策検討委員会｣が

発足しているが､これまでの経緯を踏まえた上で､

天然記念物としての ｢幸島猿生息地｣の保存管理

計画書を2年ほどかけてよりきちんとしたものに

まとめあげることが決定された｡

2.下北研究林

'94年12月後半から'95年1月前半にかけて佐井

村中北部の一斉調査を行った｡

Z2群は31頭､Y群は29頭でありZl群は今年度も

見つけられなかった.Z2群ば93年度51頭､Y群
は46頭いたので､いずれも大幅な減少であった｡

サブグルービングをしているのかも知れないとい

うことで広く調査してみたがそれらしきものは発

見できなかった｡

また共同利用研究で綿貫 豊 (北大 ･農)･中山

裕理は､ヤマグワの冬芽を除去して､サルによる

食圧にヤマグワがどう反応するかを調べ､森 美

穂は､Ar群を一冬追跡することによって遊動パ

ターンと行動の時間配分に関する研究を行ったo
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3.上信越研究林

1998年の冬季オリンピック開催地が長野に決定

したことをうけて､研究林周辺地域でもいろいろ

な動きがおこってきている.そうしたなかせ､今

年度も雄魚川流域で調査が続行されたが､群れの

所在を発見することはできなかった｡ここ10年来

の環境変化もあり､行動域に大きな変化がおこっ

ている可能性がある｡しかし､研究所内の人員配

置上の問題などから､十分な追跡調査が行えてい

ない｡そのような現状に基づいて､今後の経過を

注意深く見守っていくための計画が話し合われた｡

-4.木曽研究林

木曽研究林内のニホンザル群は､いずれもこれ

まで捕獲されたことのある群ればかりで､調査す

ることが難しくなってきている｡

本年度も夏と秋に調査が行われたが､こうした実

状から詳しい実態はつかめていない.しかし猿害

の発生が部分的には減少しているらしく､群れ内

部で何が起こっているのか解明が待たれている｡

これまでの調査資料が多数残されており､そのと

りまとめが行われた｡

5.･屋久島研究林

好広真一 (龍谷大)他は､夏～冬にわたって屋

久島西部の上部域 (国割岳から親切川にわたる地

域)の分布と生息密度を調べた｡大谷直也 (名古

屋大 ･農)が､西部林道域でサルの採食と植物と

の相互関係について調査した｡

研究概要

A) エホンザルの社会生態学的､とくに自然群

の環境利用と個体群の構造

東 滋 ･足沢貞成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境

で､遊動する群れが示す生活と社会環境をとらえ､

生存に必要な条件をあさらかにするため､屋久島

と下北半島西部の地域個体数について継続的な調

査を行っている｡

B) 野生ニホンザルの保護および全国のニホン

ザル個体群に関するデータベースの作成

究 滋･渡辺邦夫

｢ニホンザルの現況｣研究会参加者らと協力し

て､野生ニホンザル保護のための方策を模索して

いる｡その一環として全国の野生ニホンザルに関

するデーターベースの作成､舌分布の復元､ニホ

ンザルに関する文献目録の作成などを行っている｡

C) 熱帯多雨林の山火事後?回復過程に関する
生腰学的研究

東 滋

カT)マンタン､lクタイ国立公園の山火事後の森

林回役の過程で､霊長類を含む果実食性噴乳類の

群集の消長､彼らが森林の回復にはたす種子運搬

者としての役割などを調べている｡

D) 幸島のサルの生感学的社会学的研究

渡辺邦夫 ･山口泣嗣 ･冠地富士男

従来からの継続として､ポピュレーション動態

に関する資料を収典し､各月毎にはぼ全個体の体

重を測定している｡また柴田内でおこったトビカ

ルな出来事や通年の変化について分析を進めてい

る｡

E) スラウェシマカタの種間雑種形成板橋に関

する研究

波辺邦夫

スラウェシマカク7種のうち､いくつかの分布

境界域では種間雑種が形成されている｡平成3年

度に引き続き種間雑種の形成と狭い交雑地帯の維

持機構について､現地調査を行った

F) 熱帯林における種多様性保存に関する研究

汝辺邦夫

熱帯林の保護と持続的な活用､また未知の有用

資源を探る目的で､マレーシア､タイ､インドネ

シアでの現地調査を行った｡

G) 下北半島西北部の群れの遊動に関する研究

､足沢貞成

下北西北域のM, Ⅰ,Z各群とも'ニホンザルで

は有数の広大な遊動域をもっ｡その生態学的条件

や個体群内部の構造などに焦点を当てて調査を続

けている｡I

論 文

一美文-

1) Azuma,S.,Alimuddin.SarJ'u,Shirai,

K.,andSasaki,H.(1994):Anotefromthe

ecologicalobservationsonlong-tailedand

pig-tailed monkey (Macaca fascicuhris

andMacacaneTneStTina)aroundtheTeluk

Kaba area,KutaiNationalPark,East

Kalimantan.KyotoUniversityoverseasre-

Searchreportofstudieson Asiannon-
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humanprimates,Specialnumber:95-103.

2)阜zuma,S･,Nozaki,E･,andSasaki,H･
(1994):A preliminaryexperimentonthe

permeabilityoftheelectromagneticwaves

through the tropical forest vegetation.･

KyotoUniversityoverseasiesea.rchreport

ofstudiesonAsiannon-humanprlmateS,

Specialnumber:113-123.

3)Matsumura,S.andWatanabe,K.(1994):

Sexual behaviorandfemalereproductive

cyclesinawildgroupofmoormacaques

(MacacamLZLmLS).CurrentPrimatology,
2:33-37.

4)Watanabe.K.(1994):Preculturalbehavior

ofJapanesemacaques:longitudinalstudies

oftheKoshimatroops.InR.A.Gardner,

B.T.Gardner,B.Chiarelli,andF.X.

Plooij(eds.),TheEthologicalRootsof

CulturO (pp.8ト94). Boston, Kluwer
AcademicPublishers.

報告 ･その他

一英文-

1)Azuma,S.,NgaknnPutuOkn,Nengah

Wirawan(1994):Seeddispersalbymam-
malsandbirdsinburnt-OverareaofKutai

National Park,EastKdimantan.Kyoto

Uniyersity overseas research report of

studies on Asian Ron-human primates,

Specialnumber:79-82.

2)Nozaki,E.,Azuma,S.,Sasaki,H.and

Torii,H.(1994):Home range of the

Malay Civet (Viuerra taT即Jzu7ga) in

TelukKabaarea,KutaiNationalPark,

East Kalimantan, Ⅰndonesia. Kyoto

University overseas research report of

studies on Asian non-human primates･
～specialnumber:85-94.

-和文-

1)足沢貞成(1994):1994年度佐井村北部地域に

生息するニホンザルの生態学的調査報告書.

2)ニホンザル保護管理研究会 (文宜 ･渡辺邦夫)

(1994):福井県嶺南地区野生ニホンザル生息

実態調査報告書.

3)渡辺邦夫(1994):幸島は今:幸島の五代目ポ

･ス ｢ノソ｣.幸島､8:9.

4)渡辺邦夫(1994):狭い種間交雑地帯のなぞ:

スラウェシマカク.毎日新聞日曜特集版､声
月1日号.

5)渡辺邦夫(1994):ニホンザルのなかまと種の

分化一特集にあたって.遺伝､48(8):9-10.

6)渡辺邦夫(1994):マカカ属の生態や行動にみ

られる種分化の実態.遺伝,48(8):42146.

7)渡辺邦夫(1994):里の近くで生きるサルを守

るには?-ニホンザル保護をめぐる近年の諸

問題と基本方針の確立をめざして.WWF､
8:21-22.

学会発表等

一美文-

1)Azuma,S.,Sasaki,H.,Nozaki,E.,Sarju,

andAlimuddin(1994):Changeofdistribu-

tionandabundanceofprimatesinpost-
fire Kutai National Park East

Kalimantan. XYth Congress of the

lnternational Primatological Society

(Kuta,Bali,Indonesia,August, 1994).

HandbookandAbstracts･.p.2

2)Kawamoto,Y.,Watanabe,K.,Matsubayashi.

K.,Takenaka,0.,Watanabe,TりandB.

Suryobroto (1994): Introgrcssion and

gameticdisequilibrium inacontactzone

ofMacacP lo'Lheana and M･hechlin
Sulawesi,Indonesia.XVthCongressofthe

lnternational Prim丘tological Society

(Kuta,Bali,Indonesia,August.1994).

HandbookandAbstracts:p.19.

3)Matsumura,S.andWatanLabe,K.(1994):

MoormacaquesintheKaraentaNature

Reserve,SouthSulawesi.Indonesia.XVth

Congress of the lnternational

Primatological Society (Kuta, Bali,

Indonesia,August,1994).Handbookand

Abstracts:p.301.

4)Watanabe,K.(1994):Recentexpansionof

thedistributionandtheincreaseincrop-
raidingamongJapanesemacaques:ahis-

torical review.XYth Congress of the

lnternational Primatological Society
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(Kuta,Bali,IndoneSia.August,1994).

HandbookandAbstracts:p.134.

5)Watanabo.K.(1994):SomebasicdataOn

thcecologyofMacacahechiinCentral

Sulawesi. XYth Congress of the

lnternational Primatological Society

(Kuta.Bali,Indonesia,August,1994).

HandbookandAbstracts:p.303.

サル類保健飼育管理施設

小島祥三 (施設長 ･兼)･松林清明

後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子l)

平成6年度の施設の概要は以下のようであった｡

1)頬人猿行動実験研究棟の工事が完了した｡サ

ル関係部分は､大放飼場 ･小放飼場･建物地階･

1階 ･2階で､2階がマカタ･キャブチンおよ

びテナガザルのホームケージ､それ以外はチン

パンジー用である｡芦階の各飼育室は､人工気

,象室以外は広い窓を設け､採光や通風など､飼

育環境が大巾に改善された｡また､チンプの各

放飼場は､小川や樹木､擬木､ロープ､休息台

などが設置されて環境がさらに豊かになった｡

また金網の屋根の付いた小放飼場によって､休

日でも外気の中で遊ぶことが可能になった｡単

に安全に飼育する段階を越えて､動物のpsycho

logicalwell-beingを考えた設計が研究施設でも

行われるようになったのは画期的なことであり､

関係各位の御理解のたまものであると云える｡

2)飼育の一元化にむけて所内の合意形成のため

の努力を行い､平成7年度からの実施が決定し

た｡施設会議 ･所員集会 ･協議員会および非常

勤職員との話し合いで説明と討議を重ね､施設

設置以来25年を経てようやく所内の全てのサ

ルを､一元的に管理することとなった｡目的は､

1)部門に配分した実験用サルをも同一の条件で

飼育し､動物福祉上の配慮を同じレベルで行う｡

2)土 ･日曜や祝日の飼育も一元的に行うことで､

健康面のチェックを継続して行う｡3)サル施設

の本来の設立目的である所内のサルの全面的管

1)教務職員

理を実質的に完遂する｡ことである｡

3)外国人受託研究員の受け入れとして､ケニヤ

霊長類研究所のコロニーマネージャー､ローレ

ンス･シレンゴ氏が､94年5月から95年 1
月まで持在し､寄生虫検査 ･血液検査 ･蛤昧繁

殖 ･コンピューターによる管理などの技術研修

を行った｡

研究概要

A)サル類の生殖生物学的研究

松林清明

老化に伴う生殖機能の変化を､特にオス生殖器

の組織学的検索を中心に検討した｡｡またニシロ

ウランドゴリラの精巣標本について､組織学的特

徴を探り､チンパンジーとの比較研究を進めた｡

ち)実験用サルの動物福祉の研究

松林清明

採食時間を延長するうえでの基礎研究として､

パズル餌輔の効果を計るため､パズルパターンと

年令の関係を調べた｡また飼育サノ堀 の適正なケー

ジサイズについて科学的根拠のあるモデル案をま

とめた｡

C)サル頬の寄生虫に関する研究

後藤俊二

前年度より引き続き犬糸状虫のニホンザルへの

人工感鞄を継続し､血液性状の変化やIgG抗体の

変動等を調べるとともに､病理学的検索を行った｡

また､スラウェシマカタの種間雑種群について捕

獲調査により寄生虫相の検索を行ったor

D)サル類の成長の生理学的及び形態学的研究

鈴木樹理

サル類の成長ホルモンの分泌動態を明らかにす

るために､ニホンザルについて､連続採血と採尿

を行なった｡これらの成長ホルモン動態を調べた

ところ､特に尿中のホルモン動態はヒトと異なっ

ていることが明らかになった｡継続して行ってい

る縦断的な生体計測も行い成長の解析を行った占

E)サル頬のストレス定立のための基礎的研究

鈴木樹理

日常的にサル頂に負荷されている様々なストレ

スを定虫するための基礎研究として､異なるケー

ジに飼育された時の尿中のカテコールアミンを測

定した｡また連続採血装置を用いて麻酔薬の投与

による影響を血中のコーチゾルを指標に調べた.
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